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REPORT I

京阪電気鉄道株式会社
常務執行役員

脇　博一
Hirokazu WAKI

中
之
島
線
の
開
業
に
よ
っ
て
、
大
阪
中
心
部
と
京
都
の
メ
イ
ン
エ
リ
ア
が
結
ば
れ
た
。

中
之
島
線
は
、
大
阪
の
水
都
イ
メ
ー
ジ
復
活
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
、
そ
の
気
運
を
運
ぶ
。

一
方
、
京
都
で
は
、
ま
ち
の
歴
史
や
格
式
を
守
り
つ
つ
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

鉄
道
事
業
者
や
地
域
が
動
い
て
い
る
。

鉄
道
の
有
効
利
用
と
機
能
強
化
に
向
け
て
、
京
阪
電
鉄
が
２
つ
の
都
市
で
尽
力
す
る
、

そ
の
取
り
組
み
を
、
こ
こ
で
は
紹
介
し
た
い
。

大
阪
・
中
之
島
。

京
都
。
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大
阪
・
心
臓
部
を
支
え
る

大
阪
・
中
之
島
は
、
堂
島
川
と
土
佐
堀
川

に
挟
ま
れ
た
、
東
西
約
３
キ
ロ
、
面
積
約
50

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
細
長
い
中
洲
だ
。
江
戸
時
代

に
は
米
の
先
物
取
引
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
商

都
大
阪
の
中
心
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
た
。
そ

の
豊
か
な
歴
史
を
受
け
継
ぐ
、
文
化
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
中
心
地
で
あ
る
。
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
の
２

大
繁
華
街
の
間
に
位
置
す
る
、
ま
さ
に
〝
大

阪
の
心
臓
部
〟
だ
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
、
中
之
島
の
交
通
事
情

は
決
し
て
い
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
大
阪

市
中
心
部
の
道
路
網
は
碁
盤
の
目
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
地
下
を
市
営
地
下
鉄
が

走
っ
て
い
る
が
、「
島
内
」
を
東
西
に
移
動
す

る
手
段
は
自
動
車
交
通
の
み
だ
っ
た
の
だ
。

新
た
に
開
業
し
た
中
之
島
線
は
、
天
満
橋

か
ら
中
之
島
西
部
を
結
ぶ
。
京
阪
本
線
の「
天

満
橋
駅
」
で
分
岐
し
「
な
に
わ
橋
」「
大
江
橋

駅
」「
渡
辺
橋
駅
」「
中
之
島
駅
」
の
4
駅
。
路

線
距
離
約
３
キ
ロ
、
所
要
時
間
約
７
分
と
短

い
路
線
で
は
あ
る
が
、
大
阪
の
心
臓
部
・
中

之
島
を
支
え
る
交
通
機
能
と
し
て
、
そ
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
大
阪
市
中
央
公
会
堂
を

筆
頭
に
、
中
之
島
図
書
館
、
日
本
銀
行
大

阪
支
店
な
ど
歴
史
的
建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
中

之
島
東
部
地
区
と
、
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン

タ
ー
や
大
阪
国
際
会
議
場
、
最
新
設
備
を
備

え
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
、
近
代
的
な
ビ
ル
群

が
建
ち
並
ぶ
学
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
西
部
地
区
。

と
く
に
西
部
地
区
は
、
さ
ら
な
る
開
発
と
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
之
島
線

の
開
通
が
大
き
な
刺
激
に
な
る
だ
ろ
う
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

加
え
て
大
阪
で
は
、
国
の
都
市
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
て
「
水
の
都
大
阪
再
生
構

想
」
を
策
定
、
市
内
の
河
川
を
水
の
回
廊
と

し
て
整
備
す
る
な
ど
〝
水
都
大
阪
の
再
生
〟

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

中
之
島
線
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
水

の
上
の
新
都
心
へ
」。
水
都
・
大
阪
の
再
生
、

イ
メ
ー
ジ
復
活
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
を
集

め
て
い
る
。

水
都
ら
し
い
駅
デ
ザ
イ
ン

新
設
さ
れ
た
四
つ
の
駅
を
見
て
み
よ
う
。

中
之
島
線
の
各
駅
は
、
無
垢
の
木
や
ガ
ラ
ス

を
主
材
料
と
し
つ
つ
、「
水
」「
自
然
」「
和
」「
近

代
」
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
駅
の
ホ
ー
ム
部
分
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
街
を
象
徴
す
る
素
材
を
壁
面
に
使
用
、

個
性
を
表
現
す
る
と
と
も
に
車
窓
か
ら
の
風

景
を
演
出
し
て
い
る
。

一
つ
目
は
「
な
に
わ
橋
駅
」。
大
阪
中
央

公
会
堂
や
東
洋
陶
磁
美
術
館
な
ど
の
最
寄
り

駅
だ
。
ホ
ー
ム
は
地
下
４
階
、
地
上
か
ら
約

30
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
あ
り
、
改
札
が
あ
る

地
下
１
、２
階
は
吹
き
抜
け
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
開
放
感
の
あ
る
演

出
は
、
機
能
一
辺
倒
で
は
な
く
快
適
さ
や
個

性
も
重
視
す
る
21
世
紀
の
地
下
駅
ス
タ
イ
ル
。

ホ
ー
ム
の
壁
面
は
、
こ
の
エ
リ
ア
を
象
徴
す

る
テ
ラ
コ
ッ
タ
タ
イ
ル
だ
。
地
上
の
出
入
口

は
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
の
設
計
で
、
ガ
ラ

ス
ブ
ロ
ッ
ク
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
備
え
、
夜
に

な
る
と
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
出
入
口
自

体
が
ひ
と
つ
の
島
の
よ
う
に
幻
想
的
に
浮
か

び
上
が
る
。

「
な
に
わ
橋
」
の
次
、
淀
屋
橋
と
と
も
に
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
大
江
橋
の

た
も
と
に
あ
る
の
が
「
大
江
橋
駅
」
だ
。
大

阪
市
役
所
や
日
銀
大
阪
支
店
な
ど
荘
厳
な
建

造
物
に
合
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
壁
面
に
は
花
崗

岩
が
使
わ
れ
て
い
る
。

地
下
鉄
四
つ
橋
線
の
肥
後
橋
駅
と
つ
な

が
っ
て
い
る
の
が
、
次
の
「
渡
辺
橋
駅
」。
地

上
部
の
賑
わ
い
と
豊
か
な
自
然
を
ガ
ラ
ス
と

緑
で
表
現
し
た
コ
ン
コ
ー
ス
、
ホ
ー
ム
壁
面

に
は
中
之
島
の
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
金

属
板
が
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
終
点
は
「
中
之
島
駅
」。
ホ
ー
ム

壁
面
に
は
中
之
島
線
の
象
徴
で
も
あ
る
木
が

使
わ
れ
て
い
る
。
改
札
を
出
る
と
、
片
側
が

木
壁
、
も
う
一
方
の
壁
が
波
型
ガ
ラ
ス
の
コ

すべての駅の共通コンセプトとして「木（無垢）」と「ガラス」を主な素材に使用、デザイン性の高さが際立つ
中之島線各駅。「なにわ橋駅」出入口は安藤忠雄氏が設計。

京阪神圏における鉄道整備
［東西軸の充実とネットワーク強化］

特集

大
阪
・
中
之
島
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ン
コ
ー
ス
。
こ
の
駅
を
出
る
と
大
阪
国
際
会

議
場
が
あ
り
、
隣
接
す
る
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
に
は
地
下
で
直
結
し
て
い
る
。

出
入
口
は
、
木
と
ガ
ラ
ス
を
使
っ
て
日
本

の
伝
統
的
な
格
子
を
現
代
風
に
デ
ザ
イ
ン
し

て
お
り
、「
渡
辺
橋
駅
」「
大
江
橋
駅
」
も
同
じ

デ
ザ
イ
ン
。
木
の
素
材
感
が
水
辺
の
景
観
に

馴
染
ん
で
い
る
。

中
之
島
線
の
開
通
と
と
も
に
、
中
之
島
は

利
便
性
だ
け
で
は
な
く
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ

イ
ン
も
一
新
さ
れ
た
よ
う
だ
。
デ
ザ
イ
ン
性
の

高
い
駅
出
入
口
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。
川
沿
い
に
遊
歩

道
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、
街
の
整
備
も
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
水
の
都
・
中
之
島
―

―
水
に
親
し
む
街
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
魅

力
あ
る
街
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

大
阪
・
京
都
の
文
化
ゾ
ー
ン
が
直
結

紺
色
と
白
の
ボ
デ
ィ
に
シ
ル
バ
ー
の
ラ
イ

ン
―
―
開
業
に
合
わ
せ
て
導
入
さ
れ
た

３
０
０
０
系
車
両
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
サ
ル
ー

ン
」
の
ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー
紺
色
は
水
を
表
す
と

と
も
に
、
の
れ
ん
や
紺
袴
を
表
現
し
て
い
る
。

駅
デ
ザ
イ
ン
に
和
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
も
、

「
京
都
」
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
た
め
だ
。

中
之
島
線
は
天
満
橋
で
京
阪
本
線
に
乗
り

入
れ
る
。
大
阪
中
心
部
・
中
之
島
駅
か
ら
京

都
の
代
表
的
な
繁
華
街
で
あ
る
「
祇
園
四
条

駅
」
ま
で
、
直
通
運
転
の
快
速
急
行
を
使
え

ば
60
分
弱
で
到
着
す
る
。

「
こ
の
中
之
島
線
が
開
業
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
阪
の
文
化
ゾ
ー
ン
と
京
都
の
文
化

ゾ
ー
ン
が
直
結
さ
れ
た
。
沿
線
価
値
の
向
上

と
い
う
観
点
か
ら
も
こ
の
意
義
は
大
き
い
」　

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
脇
博
一
常
務

執
行
役
員
は
語
る
。

中
之
島
線
と
線
路
で
つ
な
が
る
古
都
・
京

都
に
お
け
る
京
阪
電
鉄
の
取
り
組
み
を
次
に

み
て
み
よ
う
。

京
都
・
東
福
寺
ル
ー
ト
の
確
立

も
う
ひ
と
つ
の
本
拠
地
・
京
都
で
、
京
阪

電
鉄
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と
結
節
点
に
お
け
る
利
便

性
の
向
上
だ
。

日
本
最
大
の
観
光
地
・
京
都
は
、
常
に
大

勢
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
新
幹
線
で
京
都
駅
に
到
着
し
、
そ
こ
か

ら
バ
ス
を
使
っ
て
目
的
地
に
向
か
う
。
し
か

し
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
主
要
道
路

は
渋
滞
し
、〝
バ
ス
に
乗
れ
な
い
〟〝
バ
ス
が
動

か
な
い
〟
状
況
が
頻
繁
に
起
こ
る
。

「
そ
の
疲
労
と
不
満
は
大
き
い
。
こ
う
し
た

理
由
で
、
京
都
の
魅
力
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て

は
た
い
へ
ん
も
っ
た
い
な
い
。
観
光
の
お
客
さ

ま
に
こ
そ
、
鉄
道
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と

脇
常
務
は
話
す
。

例
え
ば
、
京
都
観
光
で
最
も
人
気
の
高
い

清
水
寺
は
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
は

京
都
駅
か
ら
バ
ス
を
使
っ
た
ア
ク
セ
ス
方
法

し
か
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
京
阪

本
線
の
「
清
水
五
条
駅
」
か
ら
な
ら
、
清
水

寺
ま
で
徒
歩
20
分
程
度
で
行
け
る
距
離
だ
。

京
阪
本
線
の
沿
線
か
ら
は
祇
園
地
区
や
東

山
地
区
、
京
阪
本
線
の
終
点
「
出
町
柳
駅
」

か
ら
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
叡
山
電
車
を
使
え
ば
、

鞍
馬
・
貴
船
な
ど
洛
北
地
域
の
主
要
観
光
地

が
徒
歩
圏
内
に
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
１
月
16
日
、
京
都
市
営
地
下

鉄
東
西
線
が
「
太
秦
天
神
川
駅
」
ま
で
延
伸
・

開
業
し
た
の
に
伴
い
、
京
阪
京
津
線
の
乗
り

入
れ
も
「
京
都
市
役
所
前
駅
」
か
ら
同
駅
ま

京津線が乗り入れる地下鉄東西線「太秦天神川駅」（下）と結節
する京福電鉄・嵐山線「嵐電天神川駅」（上）。京阪本線の「三条駅」

（中左）は地下鉄東西線「三条京阪駅」で結節している。

駅名が変更された京都市内の３駅。京都を
訪れる観光客にも、駅エリアにある観光ポ
イントがイメージしやすくなり、スムーズに
目的地に向かうことができる。

京
　
都
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で
延
長
し
た
。
さ
ら
に
同
年
３
月
28
日
に
は
、

京
阪
グ
ル
ー
プ
の
京
福
電
気
鉄
道
が
嵐
山
線

「
嵐
電
天
神
川
駅
」
を
新
設
。
こ
の
駅
は
太

秦
天
神
川
駅
の
地
上
出
入
り
口
に
ほ
ぼ
直
結

し
て
お
り
、
利
用
客
は
地
下
鉄
東
西
線
か
ら

嵐
山
線
に
乗
り
換
え
、
嵐
山
へ
も
簡
単
に
行

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
こ
れ
で
琵
琶
湖
と
嵐
山
も
鉄
道
で
つ
な
が

り
、
広
域
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
さ

れ
た
。
京
都
の
観
光
ル
ー
ト
が
よ
り
魅
力
的

に
な
っ
た
」
と
脇
常
務
は
話
す
。

こ
れ
ら
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す

れ
ば
、
多
少
の
乗
り
継
ぎ
が
生
じ
る
も
の
の
、

渋
滞
な
ど
に
よ
る
時
間
の
ロ
ス
も
な
く
、
京

都
を
観
光
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
さ
ら
に

は
、
逆
ル
ー
ト
で
琵
琶
湖
へ
も
。

そ
こ
で
京
阪
電
鉄
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
連
携

し
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
で
一
つ

目
の
「
東
福
寺
駅
」
を
経
由
し
て
京
阪
線
に

乗
り
換
え
、各
駅
に
至
る
「
東
福
寺
ル
ー
ト
」

を
確
立
。
平
成
19
年
か
ら
、
駅
の
案
内
表
示

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
相
互
の
路
線
表
記

を
充
実
さ
せ
た
り
、
奈
良
線
と
京
阪
線
の
乗

り
換
え
時
刻
表
を
作
成
す
る
な
ど
、
東
福
寺

ル
ー
ト
の
観
光
輸
送
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
る
。

ま
た
、
東
福
寺
駅
に
お
い
て
は
、
利
用
者

の
増
大
に
伴
っ
て
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
ホ
ー
ム
が

手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
京
阪
電
鉄
の
東
福
寺

駅
ホ
ー
ム
34
平
方
メ
ー
ト
ル
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
賃
貸
し
、昨
年
10
月
、Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
ホ
ー

ム
を
拡
幅
し
た
。
東
福
寺
駅
の
通
常
の
乗
降

は
1
日
1
万
２
０
０
０
人
程
度
で
、
昨
年
11

月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
に
は
そ
の
４

倍
を
記
録
し
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
。

こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ｒ
と
民
鉄
の
連
携
は
非
常

に
め
ず
ら
し
い
。
あ
る
意
味
で
は
画
期
的
な

試
み
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
よ
く
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
う
ま
く
連
携

が
取
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
京
都
市
内

交
通
の
充
実
と
い
う
目
的
が
一
致
し
て
い
る

た
め
。こ
れ
が
一
つ
の
流
れ
と
な
っ
て
い
け
ば
」

と
脇
常
務
は
将
来
展
望
を
語
る
。

「
単
に
結
節
点
が
で
き
た
だ
け
で
は
宝
の
持

ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
事
業
者
同
士
が

手
を
組
ん
で
お
客
さ
ま
の
利
便
性
や
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
節
点
を

生
か
す
も
殺
す
も
我
々
事
業
者
の
責
任
だ
」

と
い
う
脇
常
務
の
言
葉
に
、
そ
の
強
い
意
志

と
決
意
が
に
じ
む
。

観
光
エ
リ
ア
の
名
前
を
つ
け
た
駅
名
変
更

最
後
に
京
阪
電
鉄
の
注
目
す
べ
き
試
み
を

も
う
一
つ
紹
介
し
た
い
。
中
之
島
線
の
開
業

と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
京
都
市
内
３
駅
の

駅
名
を
変
更
し
た
の
だ
。
五
条
駅
は
「
清
水

五
条
駅
」に
、四
条
駅
は「
祇
園
四
条
駅
」に
、

丸
太
町
駅
は
「
神
宮
丸
太
町
駅
」
に
、
界

隈
の
観
光
エ
リ
ア
の
名
前
を
つ
け
る
こ
と
で
、

地
理
に
不
案
内
な
観
光
客
で
も
駅
の
位
置
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
駅
名
に
変
更
し
た
。

明
治
43
年
か
ら
使
用
し
て
い
る
駅
名
が
変

わ
る
こ
と
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
地
域
に

と
っ
て
も
影
響
は
大
き
い
。
危
惧
し
た
の
は

地
元
の
反
応
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
杞

憂
に
終
わ
っ
た
。
地
元
の
商
店
街
を
は
じ
め

住
民
か
ら
「
地
元
が
認
知
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」
と
歓
迎
さ
れ
た
の
だ
。

ま
た
旧
3
駅
名
が
京
阪
線
の
１
キ
ロ
西
を
走

る
京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
線
と
同
じ
で
あ
っ

た
た
め
、
観
光
客
の
誤
乗
が
多
か
っ
た
が
、

そ
の
防
止
効
果
も
期
待
で
き
る
。

「
沿
線
価
値
を
高
め
た
い
」
と
脇
常
務
は

口
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
自
社

線
を
繁
栄
さ
せ
た
い
だ
け
で
は
な
い
。
よ
り

広
範
な
価
値
の
創
造
を
見
つ
め
て
い
る
。

「
鉄
道
を
使
っ
て
、
ま
ち
＝
地
域
の
価
値

を
高
め
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
我
々
鉄
道
事

業
者
の
使
命
は
そ
こ
に
あ
る
」
と
意
欲
を
見

せ
る
。

京
阪
神
圏
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

は
、
事
業
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
一
歩
ず
つ

進
む
。

ＪＲ西日本の奈良線と京阪本線が接続する「東福寺駅」。京都市民にも知られていなかった「東福寺ルート」だが、駅の案内表示やパン
フレットの制作・配布などにより利用者数は年々増加している。

京阪神圏における鉄道整備
［東西軸の充実とネットワーク強化］

特集


